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長
崎
市
で
は
、
新
た
な
文
化
施
設

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
元
年

7
月
に
基
本
構
想
策
定
、
令
和
2
年

1
月
に
新
た
な
文
化
施
設
の
建
設
場

所
を
現
市
庁
舎
跡
地
に
決
定
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
基
本
計
画
策
定
に
向

け
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

令
和
3
年
７
月
31
日
（
土
）
、

４
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
を
つ
な
げ
よ

う
！
」
。
第
1
回
よ
り
、
長
崎
の
ま

ち
や
文
化
の
こ
と
、
管
理
運
営
計
画
、

施
設
計
画
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
新

た
な
文
化
施
設
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
こ
れ
ま

で
の
総
ま
と
め
と
し
て
、
目
指
す
姿

を
実
現
す
る
た
め
に
行
う
べ
き
・
重

点
を
置
き
た
い
事
業
は
何
か
、
こ
れ

だ
け
は
譲
れ
な
い
こ
と
は
何
か
、
皆

さ
ん
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
シ
ア
タ
ー
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ
は
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
さ
ん
、
参
加
者
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

第４回テーマ「ソフトとハードをつなげよう！」

何
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト

最
終
回
テ
ー
マ
予
告

他のチームも見ている方向は同じ
だなと思いました。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延
期
が
続
き
、

前
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
時
間
が

経
っ
て
い
た
た
め
、
ま
ず
は
じ
め
に

事
務
局
よ
り
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り

や
文
化
振
興
審
議
会
の
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
が
ど
の
よ
う
に

策
定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し

て
今
後
ど
の
よ
う
な
検
討
が
必
要
な

の
か
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
始
ま
る
と
、

「
長
崎
の
未
来
の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

多
く
飛
び
交
い
、
皆
さ
ん
の
次
世
代

を
思
う
熱
い
気
持
ち
が
会
場
全
体
に

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

様
々
な
体
験
の
場
を
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
新
た

な
文
化
施
設
が
出
来
る
こ
と
は
何
か

な
ど
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一

日
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た

「
長
崎
ら
し
さ
の
追
求
」
も
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
で
し
た
。
長
崎
特
有
の

多
様
な
文
化
を
活
か
し
ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
た
芸
術
が
生
ま
れ
る
場
に
し
た

い
、
と
話
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
し

た
。新

た
な
文
化
施
設
が
目
指
す
姿

「
芸
術
文
化
と
平
和
を
世
界
と
共
有

す
る
」
を
実
現
す
る
た
め
の
方
向
性

が
全
4
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

し
て
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

次
回
の
開
催
予
定
は
未
定
で
す
が
、

基
本
計
画
素
案
を
皆
さ
ま
に
ご
説
明
、

意
見
交
換
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、

ご
参
加
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

チーム 「目指す姿」実現のために、重点を置きたい事業・これだけは譲れないこと！

■重点を置きたい事業

①魅せる・触れる

・エントランスホールで名画やオペラの上映、世界一の音楽祭（良い音響で）

・日本の古典芸能の上演、本物に触れる、一流のものに触れる、日頃から本物を見る目を養う

②つながる・育む

・本物を子どもたちに日常で触れてほしい、子どもの純粋な目・耳を大事に育てる

・ガラス張りの練習室など一般の人、学生など時間制限なく出入りができ、興味が沸くようにしてほしい

・子どもと大人が一緒に鑑賞できるものを企画、創造力を育てられるような設備

・エントランスに自由に入れる雰囲気、季節を感じられるつくり

■これだけは譲れないこと！

・子どもの感性を育てる、自然・緑を沢山とりいれる、席の足元にライトをつける、観客席の勾配をゆるやかに

・音響をよくしてほしい、気軽に練習するスペース、市民の文化力を育てる施設

ピ

ン

ト

コ

坂

オ

ラ

ン

ダ

坂

■コンセプト（ジャンルを超えた考え方）

・根元に日本文化があっての長崎文化だと思う。今の時代は、能舞台も様々な芸術の発表の場になり得る。

・定期的に市民が無料で観れる、聴ける催し物を実施（市民団体に依頼）

■建築・舞台・諸室

・舞台と客席に重点をおく、子ども連れでも鑑賞可能な客席、年配の方が使いやすい動線

・本格的な能舞台、セリ・廻り舞台・花道、パイプオルガン

・文化を日常に取り込めるよう若い方のグループが使う小規模スペース、備品庫・倉庫的なスペース

・保育室の設置、トイレの充実

■運用

・使用時間単位を細かく設定、専門アドバイザーの設置、市内他施設との使い分けを念頭に

ヘ

イ

フ

リ

坂

■長崎市の未来のためのビジョン

・誰のためにつくるのか。10年、20年後の長崎市の文化ビジョン、ライブの楽しさ＝文化の良さ

・運営できる仕組みづくり、資金面の支援、長崎市×管理団体×運営団体、市内施設をまとめて管理できるシステム

・集客数≠効果あり、市内文化施設との棲み分け（特性を活かす）

・新ホールは市内施設のなかで一番オープンなスタイルで広場を美しく

■管理運営

・広報、教育現場との連携（育成型事業）、施設の空きがネットで分かり予約ができる

・使用料金のシニア割/登録団体割引、全室wi-fi完備、プロジェクターやスクリーンの貸出

■ホール・諸室・その他

・日本と世界をつなげる環境、公演を同時配信できる環境、練習室と会議室の兼用

・練習室は防音に配慮し、録音録画ができる、庭園でのイベント、マルシェ、障害者が安心して動ける動線の確保

ド

ン

ド

ン

坂

「利用者と運営者が意見を交わせること、みんなで良くしていこうとすること（芝生ゾーンの管理なども）」

→市民ボランティアの特典があるとよい

■舞台と音響の利用のしやすさ

・舞台周りの使いやすさ、いい音響、公演直前に音を出せる部屋、観劇しやすい会場、他県にも誇れる文化施設

■長崎らしさ

・長崎らしい施設名、ステンドグラスは長崎のイメージ

・和物の公演を招聘、エキゾチックなムードを、子どもたちに親しまれるプログラム、一流・世界的オーケストラの招聘

・「雑音が多い場所」という市民の心配を消してほしい

・敷居が高くなく身近な雰囲気、グリーンの充実、自然エネルギーの活用、カステラベンチ


